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　6月17日(日)、放射能被害による和歌山への避難者を対象としたスポーツ
大会が、和歌山レオクラブ（和大生が中心となって活動している学生社会奉
仕団体）によって開催されました。
　和歌山大学に隣接する『グリーンプラネット』が受けいれている避難者は
約40名。今回はこのグリーンプラネットとレオクラブとの合同で、普段育児で
大変なお母さん方に思いっきりスポーツをしてもらいリフレッシュしてもら
おう！という目的でイベントが行われました。
　当日は学生に負けないくらいのはしゃぎっぷりで、大いに楽しむお母さんたちの笑顔が見られました。

　8月16日・17日に「南紀メンタルヘルス研修旅行」を
実施しました。二日間天候に恵まれ、和歌山・南紀の観光
名所を巡りました。
　保健管理センター・「アミーゴの部屋」の学生を中心に
約25名が参加しました。田辺市扇ヶ浜や太地町立くじら
の博物館でイルカと触れ合い、その癒し効果を確かめる
実験を実施したり、イルカを用いたアニマルセラピーに
ついて考えるグループワークを行ったりしました。

　オープンキャンパスを目前に控えた7月10日（火）、学生有志と教職員が連携し
キャンパスを花でいっぱいにする「花咲かにいさん、ねえさんプロジェクト」の
2012夏の活動が行われ、花植えが行われました。
　同様の取組は3月にも行われ、その際はパンジー、ラベンダー、キンギョ
ソウを植えました。今回は前回植えた花のうち枯れたものを取り除き、新
たにニチニチソウを植えました。毎日の水やりや草取りも学生・教職員で
連携して行っており、参加する学生は「水やりをしているとだんだん愛着
がわいてくる」と花の世話を楽しんで行っていました。
　今後も季節に応じての花植えなどを行っていく予定です。

和大 広報 メンタルヘルス 検　索詳しくは

和大 広報 花咲かにいさん 検　索詳しくは

和大 広報 motoco 検　索詳しくは

和大 広報 レオ 検　索詳しくは

南紀熊野メンタルヘルス研修会の模様はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/blog_koho/2012/09/post-169.php 

スポーツ大会活動の模様はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/blog_koho/2012/07/post-150.php

花咲かにいさん・ねえさん取組の模様はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/pickup/pickup_71.html

教職員紹介番組舞台裏の様子はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/blog_koho/2012/08/motoconow-on-air.php

　学生広報チームPRismでは月に１回程のペースで「motocoの部屋」と
いう番組を生放送しています。
　番組ではMCのmotoco（観光学部2年、学生広報チーム）が和歌山大学内の
教職員を学生目線でインタビューしていて、学生との会話の中で、教職員の
研究分野や専門分野、時には趣味や特技の話を交えつつ、和大の教職員の
魅力をより身近に、より分かりやすくお伝えすることが目的です。
　放送予告は学生広報チームPRismのTwitterアカウントである
@wadai_prismでお知らせしています。過去の放送も視聴が可能です。

取材　　酒井豊（大学院経済学研究科2年）

motocoの部屋　　http://www.ustream.tv/channel/motocosroom

取材　　伊藤成洋（経済学部4年）

夏季休業期間中の8月20日～24日、昨年に引き続き、
東日本大震災被災地支援の災害ボランティアバスを
運行しました。
　今回も学生2名を中心に、和歌山大学東日本大震災
ボランティアバスプロジェクト実行委員会が企画・運営し、
学生・教職員合わせて28名が参加しました。
　活動地の陸前高田市では、連日の猛暑の中、道路
沿いや空き地の草刈りなどの作業を行いました。また、
現地の方に当時のお話を伺う機会や、大学からボラン
ティアバスを運行する意義について参加学生で討論
するなど、充実した活動となりました。

和大 広報 グアテマラ 検　索詳しくは

和大 広報 ボランティアバス 検　索詳しくは

■花咲かにいさん・ねえさんプロジェクト
■和歌山レオクラブ　スポーツ大会で被災者支援
■学生目線でいろんな教職員を紹介したい！

■国際ボランティアサークル‘ラテンアメリカ研究会’
■今年もボランティアバスを運行しました�
■南紀熊野メンタルヘルス研修会�

　～ 日本とグアテマラの架け橋に～　

　　　ラテンアメリカ研究会とは
　和歌山大学ラテンアメリカ研究会は
宮西照夫名誉教授のもと結成された
慈善活動団体です。グアテマラの社会
問題を知ってもらうための活動をして
います。そのために、募金活動をしたり、
大学内で写真展を開催したりしています。

   ラテンアメリカ研究会の課題と今後
　ラテンアメリカ研究会には、課題があります。主に、
グアテマラの現状を日本に伝えるというミッションです。
そのために、平成24年11月に紀美野町で開催される
世界民族祭に向けて現地(グアテマラ)の方を迎え入れ
ようと思っています。また、単に現地の方を迎え入れる
だけでなく、日本でグアテマラの方にフォーラムを開いて
もらうことによって、グアテマラと日本に
よりよいつながりをもてるように考えて
います。

ラテンアメリカ研究会へのインタビューの模様はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/blog_koho/2012/07/post-147.php

ボランティア活動の模様はこちら→
http://www.wakayama-u.ac.jp/blog_koho/2012/09/post-171.php

取材　　五十嵐規裕（経済学部4年）


